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１．研究計画の概要 
  これまでに十分な研究が行われて来な 
  なかったエチオピア南西部で話されて 
  いるオモ・クシ系少数言語の記述研究 
  を行い、語彙・音声・映像などのデー 
  データを GIS（地理情報システム）を 
  用いたエチオピアのデジタル言語地図 
  と連携させ、WEB 上で検索すること 
  ができるシステムを研究開発する。 
    
２．研究の進捗状況 
(1) 現地調査によるデータ収集は、アジスア

ベバ大学の言語研究者とも協力して行
っており、現在までにオモ系のバスケト
語、アリ語、ディメ語、ハマル・バンナ
語、マロ語、ガンジュレ・ガツァメ語、
シナシャ語、ベンチュ語、クシ系のコン
ソ語、アウンギ語、ハディーヤ語の言語
データを収集し、その研究成果を毎年
Cushitic-Omotic Studies などに発表し
てきた。 

(2) データベース構築に関しては、これまで
に GIS サーバの構築、WEB 上の地図情報レ
イヤの検索方法の改善と検索結果の効率
的・効果的表現法の開発、ユニコード対応の
言語毎の HP 作成を行った。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
  (理由) 
  エチオピア側の研究者の協力もあり、毎

年実施するメンバーの現地調査だけで
は集めきれない言語データの収集を行
えている。 

 
４．今後の研究の推進方策 
(1)メンバーが現地調査で収集した言語毎の
データの整理を行う。 
(2)データベース化した言語データを効果的
に公開するために、WEB 上での検索システ
ムの改良を行う。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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